
震度階級 最大加速度

レベル （ｇａｌ）

震度４ ４０ ～ １１０程度

震度５弱 １１０ ～ ２４０程度

震度５強 ２４０ ～ ５２０程度

震度６弱 ５２０ ～ ８３０程度

震度６強 ８３０ ～１５００程度

震度 7 １５００程度～
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中
央
防
災
会
議
（
内
閣
府
所
管
）
は
昨
年
一
二
月

二
二
日
に
、
日
本
海
溝
と
千
島
海
溝
沿
い
で
発
生
す

る
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
を
発
表
し
ま
し
た
。

日

本
海
溝
の
場
合
、
最
悪
の
ケ
ー
ス
で
死
者
約
二
〇
万

人
、
全
壊
・
焼
失
家
屋
約
二
二
万
棟
と
す
る
大
被
害

を
予
測
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
で
は
、
「
震
度
予

測
分
布
地
図
」
も
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
左
図
の
よ

う
に
、
青
森
県
下
北
半
島
の
付
け
根
、
六
ケ
所
村
付

近
に
「
震
度
６
強
」
を
示
す
橙
色
が
見
ら
れ
ま
す
。

六
ケ
所
再
処
理
工
場
は
こ
の
「
震
度
６
強
」
の
大
地

震
に
堪
え
得
る
の
か
、
政
府
発
表
の
資
料
な
ど
に
照

ら
し
て
点
検
し
て
み
ま
し
た
。

図１ 震度想定図

永田文夫レポート「工場は基準地震

動３７５ガルで建設、震度６強に耐

えられるか？」 （当会ホームページ）

http://sanriku.my.coocan.jp/211221

nihonkaikouE.pdf

図１と図２出典 「内閣府防災情報・日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震

対策検討ワーキンググループ」2021.12.22 別添資料２ 5頁図１より
http://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/WG/pdf/211221/shiryo05.pdf

強振動生成域

六ケ所村震度６強

の橙色

「
震
度
６
強
」
の
地
震
に
つ
い
て
国

土
交
通
省
は
「
観
測
情
報
の
利
用
に

あ
た
っ
て
」
と
す
る
『
震
度
と
加
速

度
の
対
応
表
』
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
表
に
よ
る
と
「
震
度
６
強
」
の

最
大
加
速
度
は
８
３
０
～
１
５
０

０
ガ
ル
程
度
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

左
の
図
２
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
は
、
震
度
６
強
の
地
震
に
は
耐
え

る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
規
制
委
の
再
審
査
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

図
２
出
典
：
国
土
交
通
省
：
国

土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
「
観
測

情
報
の
使
用
に
あ
た
っ
て
」

図２

http://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/WG/pdf/211221/shiryo05.pdf


図４出典：「化学工学会調査報告」より

http://www2.scej.org/sis/subdiv/po/quake2011/Report.p

日
本
原
燃
は
、
基
準
地
震

動
は
工
場
の
地
下
に
広
が

る
、
あ
る
程
度
の
固
さ
の
あ

る
地
盤
的
地
層
を
想
定
し

た
地
震
の
加
速
度
で
あ
り
、

工
場
建
屋
底
面
は
地
表
近

く
で
発
生
す
る
の
で
相
対

的
に
振
動
が
小
さ
い
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ

れ
ま
で
の
地
震
デ
ー
タ
や

地
層
の
条
件
を
計
算
し
て

も
図
３
の
よ
う
に
、
地
表
付

近
も
海
抜
マ
イ
ナ
ス
７
０

ｍ
付
近
も
地
震
の
加
速
度

は
ほ
ぼ
七
〇
〇
ガ
ル
で
す
。

建
設
時
の
耐
震
基
準
値
が

３
７
５
ガ
ル
を
、
改
良
工
事

を
加
え
て
耐
震
性
を
現
在

の
７
０
０
ガ
ル
ま
で
引
き

上
げ
た
と
し
ま
す
が
、
信
頼

出
来
る
も
の

で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

図
４
は
青
森
県
か
ら
神
奈

川
県
に
か
け
て
存
在
す
る
化

学
系
工
場
四
〇
事
業
所
の
、

東
日
本
大
震
災
時
の
震
度
と

最
大
加
速
度
の
集
計
で
す
。

ａ
の
「
震
度
ご
と
集
計
」
で

は
「
震
度
６
強
」
が
五
件
（
事

業
所
）
あ
り
ま
す
。
ｂ
の
「
最

大
加
速
度
ご
と
の
集
計
」
で

は
、
五
〇
〇
ガ
ル
か
ら
一
五

〇
〇
ガ
ル
以
上
（
最
大
一
八

〇
〇
ガ
ル
）
が
四
事
業
所
あ

り
ま
す
。

図
５
は
、
現
在
Ｋ
ー
Ｎ
Ｅ

Ｔ
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
特
集

さ
れ
て
い
る

「
一
九
九
六

年
以
降
の
震
度
５
弱
以
上
の

地
震
」
か
ら
、
当
会
で
、
「
二

〇
〇
四
年
以
降
の
一
０
０
０

ガ
ル
を
越
え
た
地
震
」
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
他
の
文
献
を
参
照
し

補
強
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
時

原
発
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
？

◇
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
三
日

新
潟
県
中
越
地
震

（
広
瀬
）
運
転
中
の
新
幹
線

が
初
め
て
脱
線
。
川
口
町
で

二
五
一
五
ガ
ル
を
記
録
。
当

時
柏
崎
刈
羽
原
発
は
耐
震
基

準
四
五
〇
ガ
ル
。

◇
二
〇
〇
七
年
七
月
一
六
日

新
潟
県
中
越
沖
地
震

（
広
瀬
）
柏
崎
刈
羽
原
発
タ

ー
ビ
ン
建
屋
二
〇
五
八
ガ

ル
。
三
号
機
変
圧
器
火
災
。

敷
地
内
最
大
一
・
六
ｍ
陥
没
。

（
樋
口
）
解
放
基
盤
面
一
六

九
九
ガ
ル
、
柏
崎
市
地
表
面

一
〇
一
八
ガ
ル
。

◇
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

（
樋
口
）
福
島
第
一
原
発
地

下
基
準
地
震
動
六
七
五
ガ
ル
。

大
熊
町
地
表
面
九
二
二
ガ
ル
。

科
学
的
地
震
研
究
の

一
層
の
発
展
を

地
震
国
日
本
で
千
ガ
ル
を

も
超
え
る
強
地
震
が
頻
発
し

て
お
り
原
発
や
再
処
理
工
場

が
重
大
な
危
機
に
あ
り
ま
す
。

特
に
再
処
理
工
場
は
早
急
な

廃
止
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

図３

図５出典：防災科学技術研究所「K-NET」の「特集

過去の大きな地震」から作成。

過去の大きな地震特集 (bosai.go.jp)
注＊ １０００ガル以下であったが重要と考えた。

年 最大加速度 地 震 名

2004 1750 ガル 新潟県中越地震

(2007 *813 ガル 新潟県中越沖地震）

2008 4022 ガル 岩手・宮城内陸地震

2008 1186 ガル 岩手沿岸北部地震

2011 2933 ガル 東北地方太平洋沖地震

2013 1300 ガル 栃木県北部地震

2016 1580 ガル 熊本地震

2016 1362 ガル 熊本地震

2016 1494 ガル 鳥取県中部地震

2018 1796 ガル 北海道胆振東部地震

2021 1432 ガル 福島県沖地震

加速度(gal)の値 回答数

１５００以上 １件

１０００～１５００ １件

５００～１０００ ２件

３００～５００ ２件

２００～３００ ６件

１００～２００ 11 件

１００未満 ３件

無回答 １４件

総計 ４０件

図４

建屋底面レベル標高 30-40m▼ 616 ガル

西側地盤

地表面標高 55m ▼

解放基盤表面 標高 -70m▼

559 ガル 742 ガル

東側地盤

＊六ケ所再処理工場地盤モデルの概容図 工場直下標高海抜－７０ｍ

の解放基盤表面の基準地震動が７００ガルの時、工場底面の最大加速度

を調べたもの。 『原子力資料情報室通信』５７０号より

基準地震動 Ss：７００ガル

中央地盤

Ｋ－ＮＥＴ 日本全国を約

２０㌔ｍ間隔で覆う強震観測

網。その観測により千ガル以上

の強震が頻繁に起こっているこ

とが分ってきました。

図５

他の参照文献

樋口英明著 「私が原発を止めた理由」旬報社 2021 刊
Ｐ３６表２「2000 年以後の地震と施設の耐久性」,

Ｐ５６「図５」「図６｝など。

広瀬隆著「原子炉時限爆弾」ダイヤモンド社 2010 刊

Ｐ178「中越地震で何が起こったか」Ｐ１７１「図６３」等。

震度 事業所数

レベル （件）

６強 5

6 4

６弱 7

５強 5

5 7

５弱 6

4 2

無回答 4

総計 40

http://www2.scej.org/sis/subdiv/po/quake2011/Report.pdf
http://www2.scej.org/sis/subdiv/po/quake2011/Report.pdf
https://www.kyoshin.bosai.go.jp/cgi-bin/kyoshin/bigeqs/index.cgi

